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GNP=GDP tt FP=CP tt IP+G十(X一M+FP)
この両辺か ら民間消費 CPと租税Tを引くことによ り次式が導出される。
CA=(SP一IP)+(T一G)














































































































表 1 サービス収支 単位 100万ドル
199019952000200120022003200420052006
旅 行 56581847917695116937890691287961282913665
旅  客  代 47674246-3587-4707-2923-5098-5867-5179-5316
そ の 他 輸 送 -2924-95311622-10240-9212-13289-17204-20595-18985
特 134992337026765241582515527955312163477735946
そ の 他 1802298494738478364960351799568826437471247
関 連 会 社 4505684977949351110701154711082102619437
非関連会社 135182300039590384853853340252458005411361810
教  育 446863908316917699241016410091011410167
金融サー ビス 1942455711186110091358615703222802431928617
保  険 -1680-3876-7653-13282-17511- 9260-21776-20753-24306
通  信 -2848-4077-1545-439 -343 197 49 704 1700
専門技術 56591113816189187161968219810209062705031555
そ の 他 5977886813098133021319313632142451267914074
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ことである。 これは海外公的部門が米国公的部門か ら国債 を購入 しているこ
とが理由であ り、ブレ トンウッズ Ⅱの主張に繋がる展開が確認できる。
表2 資本収支 単位 10億ドル
出所 Bureau of EconoI‐rlic Analysis
第二の特徴 としては、直接投資において 1995年～ 2006年までの累計で





経 常 収 支 -125141-215-302-417-385-460-522-640¨755-8H
資 本 収 支
民 間 資 本 収 支 2.03 445878139121591154498 31516
対 外 投 資 -342-419-485-347-516-559-377-291-327910-447-1063
対 米 投 資 329424 697100475568258610649451419
直接 投 資 収 支 65 162 1215 1861133
対 外 投 資 -105-143-225-159-142-154-150-279 -235
対 米 投 資 179289 167 84 146109
証 券 投 資 収 支 17151515132262289 11651329:13186
対 外 投 資 -122-149 -130-122-128 -49-147-147-197-289
対 米 投 資 250292185254390380384312475583556
非銀行部門収支 133 32 146 111512
対 外 投 資 -45 -122-38 -98-139 -50 -124-40 -84
対 米 投 資 96 94 32 236
銀 行 部 門 収 支 145 J75 116 116
?
? |125 1210
対 外 投 資 -141-36 -133-136 -360-217-455
対 米 投 資 149 40 335203434








































中 実質実効為替レー ト ‐■1-経常収支/GDP
仕l「斤 Bureau of Econorrlic Analysis
Federal Reserve Statistical Release
図6 実質実効為替 レー ト (1973=100)






































































































































































































貿易収支 投資所得 資本移転等 成長率 キャピタルゲイン
1995-
2000
-13.5 -15。9 1.4 0。6 2.7 -2.4
2001-
2004
-5.8 -19.8 1.0 -0。9 3.9
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